





































































































































































































































Federal Student Aid での学生支援の方法があります。それから、例えばお金というのはこうやっ
てかかるのではないか、シミュレーションができるわけです。他には Net Price Caluculator とい
うものがあって、全米の大学において、どれぐらいお金がかかるのかと、そういったものをそれ
ぞれ、例えばこれをクリックして調べてプリンストンに、先ほどのところからリンクで飛べば、















Kwansei Grand Challenge 2039であり、学院創立150周年に向けての将来構想となっています（資
料24）。その中で特徴というのは、後でゆっくりご覧いただきたいのですが、代表的なところは
⚑番のところ、まず、学修成果を含め、学生のアウトカムに焦点を置いています。



















































































































PDCA サイクルを統合しようと考えました。この⚒つの PDCA サイクルは、自己点検評価とい
わゆる中期計画や長期戦略をリンクさせていった方がいいのではないかということです。実際に
本学では、新基本構想、あるいは中期計画といったもの、これをプランと考えています。これま
で、⚒つに分かれているところがみそで、新基本構想、これは以前の長期戦略でした。それから
中期計画や実施計画というものがあって、通常大体皆様の大学もそうだと思うのですが、計画を
立てたら計画の部局や計画のビジョンで PDCA マネジメントが回ります。しかし、それとは別
に認証評価対応の評価推進室であったり、そこを中心に評価のサイクル、評価の PDCA を別途
回しています。
少しばかり余談となりますが、私が関西学院大学に赴任して、そのときに驚いたのが、どちら
もすばらしかったことです。評価の PDCA、帳票設計もすばらしいもので、私は大学基準協会
と一緒に仕事をさせていただき、いろいろな大学を見てきましたが、着任したときは、お世辞抜
きで本学の帳票設計が一番いいと思いました。
ところが、それが問題でした。良過ぎるので全く別個に動いていたのです。すばらしいものが
別途で回ると何が起きるかというと、実際の現場ではすばらしい帳票が⚒つ来るのです。どちら
も本気で対応しないといけない。良過ぎるので書くことも多いし、もちろん事務作業量も多い。
対応していかなければならないことも多く、結果はいいのですが、それに対応していくプロセス
で非常に困難が生じていることがわかってきました。
その中で、実際に中期計画を自己点検するのであれば、もうこの両方を合体した⚑つの
PDCA サイクルとして回していって、このサイクルに基づいて関西学院全体の内部質保証を進
めていったらいいのではないかということで考えました（資料34）。
その結果が資料35になります。ここには⚓つの総合化を入れています。まず⚑つには教学と経
営です。人事計画であったり、建設計画といったものと教学側を統合していきます。
⚒番目に上げていますのが、大学側執行部の計画と学部研究科の、部局の計画を統合していき
ます。本学は総合学園ですので、院内に中学部や高等部などがあります。各学校と今度は大学側
との統合も果たしていきます。
そして、中期計画と自己点検で別々に回っていた PDCA を統合して回していこうという計画
を全体的なプランとして、超長期ビジョンおよび長期戦略で立てました。
全体のプランがうまくいけば、学修成果の修得、そして、そこで学生の質の保証を果たし、質
の高い就労および真に豊かな人生を達成していくという我々の学修成果の修得、学生の質の保
証、質の高い就労が果たされるのではないかと考えています。
以上が内部質保証と学修成果の可視化、そして関西学院における具体的な実践例のご紹介でし
た。本日はありがとうございました。
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